
ぼ く と わ た し の 絵

○ し ん ご う 保 育 園

お
と
も
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ひ
こ
う
き

を
と
ば
し
て
あ
そ
ん
だ
よ
。
ぼ
く
の
が

１
ば
ん
そ
ら
た
か
く
と
ん
だ
よ
！
 す
っ

ご
く
た
の
し
か
っ
た
か
ら
ま
た
あ
そ
び

た
い
な
ぁ
。

福
 山
　
 修
く
ん（
さ
く
ら
組
）

ほ
い
く
え
ん
の
ま
わ
り
を
み
ん
な
で

お
さ
ん
ぽ
し
た
よ
。
あ
か
や
き
い
ろ
に

な
っ
た
は
っ
ぱ
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

き
れ
い
だ
っ
た
よ
。

村
上
　
璃
帆
さ
ん
（
さ
く
ら
組
）

む
ら
か
み

あ
き
ほ

し
ゅう

ふ
く
や
ま

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

16
こ
の
広
報
紙
は
植
林
・
森
林
認
証
取
得
木
材
を
配
合
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

204

人
の
動
き

男
　
1,
48
2人
（
＋
１
人
）

女
　
1,
57
0人
（
－
４
人
）

計
　
3,
05
2人
（
－
３
人
）

世
帯
数
96
3世
帯（
－
２
世
帯
）

（
平
成
22
年
10
月
31
日
現
在
）
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年
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金
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土
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木

17
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23
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24
金

25
土

27
月

28
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31
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不
用
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人
形
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（
金
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豆
蔵
）

特
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健
診
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４
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豆
蔵
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資
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ペ
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ボ
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第
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～
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新
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美
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八
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総
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タ
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総
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福
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セ
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タ
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：3
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二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
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本
年
金
機
構



２３　広報しんごう　H22・11

　新郷村の条例により、平成22年度上半期
の財政状況（平成22年４月から平成22年
９月まで）の概要をお知らせします。

人　口　　　3,055 人
世帯数　　　　965世帯
平成 2 2年 9月 3 0日現在

災害復旧費・
労働費・予備費（ ）

一 般 会 計
歳　入

歳入予算額　3,420,290
収 入 済 額　1,497,176
収入執行率　　　43.8％

104,376
180,455

1,166,986
1,551,259

36,734

24,655
162,061

14,385
145,360

0
238,300

150,040
266,445

歳　出

歳出予算額　3,420,290
支 出 済 額　1,008,634
支出執行率　　　29.5％

予算額

執行額

そ の 他

公 債 費

教 育 費

消 防 費

土 木 費

商 工 費

農林水産業費

衛 生 費

民 生 費

総 務 費

議 会 費

0 500,000 1,000,000 1,500,000 2,000,000

予算額

執行額

そ　の　他

村　　　債

諸　収　入

県 支 出 金

国庫支出金

地方交付税

村　　　税

0 100,000 200,000 300,000 400,000 600,000500,000 1,500,000

22,439
45,843

225,263
1,158,588

153,202
489,695

24,090
72,362

50,810
328,469

105,523
171,929

22,717
234,033

37,062
147,834

122,621
269,012

244,836
498,675

3,850
71

（単位：千円）
（平成22年９月30日現在）

876,410

平成22年度　予算執行状況平成22年度　予算執行状況平成22年度　予算執行状況

執行額

予算額

執行額

予算額

（平成22年9月30日現在）（平成22年9月30日現在）（平成22年9月30日現在）

特別会計歳入歳出予算の状況

千円 千円 ％ 千円 ％

地 方 債 の 現 在 高

金 額 構成比

489,350 140,758 28.8 178,987 36.6
24,900 20.4 55,805 45.7
7,411 19.2 15,263 39.6
1,306 28.4 117 2.5
2,669 1.9 53,453 38.7

0 0.0 0 0.0
718 1.7 13,631 31.9

145,433 34.4 144,406 34.2

7,123 49.0 1,093 7.5
30,379 87.5 23,412 67.4

122,204
38,507
4,605

138,160
100

42,756
422,533

14,534
34,724

36.51,168,598

一 般 会 計
（デイサービス施設分含む）

診 療 所
特 別 会 計

簡 易 水 道
特 別 会 計

特定環境保全
公共下水道
特 別 会 計

農業集落排水
特 別 会 計

予 算 額 収入済額 執 行 率 支出済額 執 行 率

千円 ％

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 構成比

100.04,786 95.8174,563 59.4694,041 54.7150,284

12.935,377

32.589,311

16.9199,456

24.1284,411

100.04,786 100.0182,303 100.01,177,908 100.0274,972

千円 ％ 千円 ％ 千円 ％ 千円 ％

（平成22年９月末現在）

（平成22年９月末現在）

特 別 会 計 名
国 民 健 康 保 険
国 民 健 康 保 険 診 療 所
簡 易 水 道
老 人 保 健
特定環境保全公共下水道
公共用地先行取得事業
農 業 集 落 排 水 事 業
介 護 保 険

7,827 23.4 9,079 27.133,458後 期 高 齢 者 医 療
戸 来 財 産 区
西 越 財 産 区

金 額 ・ 構 成 比

地 方 公 共 団 体
金 融 機 構

国 の 予 算 貸 付

み ち の く 銀 行

青 森 県

合　　　計

公営企業金融公庫

財政融資資金

9.5305,621郵便貯金資金

10.2325,562

12.5398,984

2.272,000

1.341,968

24.8795,465 4.27,740

2.993,505

100.03,201,703

簡易生命保険資金
借

入

先

政
府
資
金

会 計 区 分
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４５　広報しんごう　H22・11

住
居
手
当

区 分

21年度

　住民基本
　台帳人口
（22.３.31現在）

歳 出 額
　 Ａ

人 件 費
　 Ｂ

人件費率
　Ｂ／Ａ

実質収支

3,077 2,693,396 112,267 587,928 21.8
千円 千円 千円 ％人

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
330,500円 47.4歳 281,000円 48.8歳

区 分
経　　験　　年　　数

大学卒
高校卒

初　任　給

172,200円
140,100円

265,200円
－

299,200円
260,600円255,200円

10年以上
　15年未満

－

15年以上
　20年未満

20年以上
　25年未満

区　分

職 員 数
構 成 比

区　分 新　　　　 郷　 　　　村 国

６　級

9 57

参　　事標準的な
職務内容

5

１　級

主　　事

8.8％

３　級

17

主　　幹

29.8％

４　級

総括主幹

14.0％ 100.0％

２　級

主　　査

14
24.6％

５　級

48

副参事等

7.0％ 15.8％

計

期末手当

勤勉手当

退職手当

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.25月分　　 0.7月分
　12月期　　　　　1.45月分　　 0.7月分
　　計　　　　　　2.70月分　　 1.4月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支給割合）
　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.25月分　　 0.7月分
　12月期　　　　　1.50月分　　 0.7月分
　　計　　　　　　2.75月分　　 1.4月分

　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～20％加算）

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～20％加算）

給与費総額　369,785千円

給　料
246,009千円
給　料
246,009千円

　期　末 ● 勤勉手当　96,298千円

その他の職員手当　27,478千円

新郷村職員の給与等のあらまし新郷村職員の給与等のあらまし
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。

1．人件費の状況（普通会計）　※地方財政状況調査より 2．職員給与費の状況（普通会計の21年度決算）

3．職員の平均月額及び平均年齢の状況（平成22年４月１日現在）

5．一般行政職の級別職員数の状況（平成22年４月１日現在）

6．職員手当の状況（平成22年４月１日現在）

4．一般行政職員の初任給及び学歴別平均給料月額 （平成22年４月１日現在）

※地方財政状況調査より

時
間
外
手
当

（
普
通
会
計
）

区
分

通
勤
手
当

扶
　
　
養
　
　
手
　
　
当

内　　　　容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

配　偶　者

配
偶
者
以
外

13,000円

6,500円

11,000円

１人につき
5,000円加算

１人につき
6,500円

１
　
人
　
目 配偶者無し

配偶者有り

２人目以上

満16歳の年度初めから
満22歳の年度末までの子

借　家（借間）　限度額　27,000円

交通機関等利用者　限度額　55,000円
交通用具利用者　限度額　24,500円

同 ̶

同 ̶

同 ̶

区 分

村 長

副村長

議 長

副議長

議 員

給　　料
（報酬月額）
534,100円

453,000円

教育長 422,560円

266,000円

225,600円

211,500円

期 末 手 当

特別職

（支給割合）

６月期 1.60月分

12月期 1.65月分

　　計 3.25月分

加算措置　 有

議　員

（支給割合）

６月期 0.60月分

12月期 0.70月分

　　計 1.30月分

加算措置　 有

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または
　　　　非常勤職員を除いています。

①

②

区　　　　分 職　員　数（人）
平成20年

対前年
増減数

一
般
行
政
部
門

部
　
　
門

特
別
行
政

会

計

部

門

公
営
企
業
等

普　通　会　計

議　　　会
18
5
11
2
0
8
8
4
58
9
0
9
67
7
1
0
2
6
16
83

2
18
4
11
2
0
8
7
4
56
9
0
9
65
6
1
0
2
5
14
79

2
19
4
9
2
0
8
5
4
53
8
0
8
61
6
1
0
1
6
14
75

2
平成21年 平成22年

　　1

△　2

△　2

△　3
△　1

△　1
△　4

△　1
　　1

総　　　務
税　　　務
民　　　生
衛　　　生
労　　　働
農 林 水 産
商　　　工
土　　　木
小　　　計

病　　　院
水　　　道
交　　　通
下　水　道
そ　の　他
小　　　計

教　　　育
消　　　防
小　　　計

合　　　　　　計

平成20年度支給総額 6,350千円

8,088千円平成21年度支給総額

7．特別職の報酬等の状況（平成22年４月１日現在）

8．部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

　（平成22年４月１日現在）
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住
居
手
当

区 分

21年度

　住民基本
　台帳人口
（22.３.31現在）

歳 出 額
　 Ａ

人 件 費
　 Ｂ

人件費率
　Ｂ／Ａ

実質収支

3,077 2,693,396 112,267 587,928 21.8
千円 千円 千円 ％人

一 般 行 政 職 技 能 労 務 職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
330,500円 47.4歳 281,000円 48.8歳

区 分
経　　験　　年　　数

大学卒
高校卒

初　任　給

172,200円
140,100円

265,200円
－

299,200円
260,600円255,200円

10年以上
　15年未満

－

15年以上
　20年未満

20年以上
　25年未満

区　分

職 員 数
構 成 比

区　分 新　　　　 郷　 　　　村 国

６　級

9 57

参　　事標準的な
職務内容

5
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３　級

17
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29.8％

４　級
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14.0％ 100.0％

２　級
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14
24.6％

５　級

48
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計

期末手当
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　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.25月分　　 0.7月分
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　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有
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　　　　　　　　　期末手当　　勤勉手当
　６月期　　　　　1.25月分　　 0.7月分
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　職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～20％加算）

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
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59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
23.50月分
33.50月分
47.50月分
59.28月分

（支　給　率）

　勤続20年
　勤続25年
　勤続35年
　最高限度額

　その他の加算措置
　　定年前早期退職特例措置　　（２～20％加算）

給与費総額　369,785千円

給　料
246,009千円
給　料
246,009千円

　期　末 ● 勤勉手当　96,298千円

その他の職員手当　27,478千円

新郷村職員の給与等のあらまし新郷村職員の給与等のあらまし
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。
地方公務員給与の適正化を目的とした国の指導に基づく
村職員の給与等について、そのあらましをお知らせします。

1．人件費の状況（普通会計）　※地方財政状況調査より 2．職員給与費の状況（普通会計の21年度決算）

3．職員の平均月額及び平均年齢の状況（平成22年４月１日現在）

5．一般行政職の級別職員数の状況（平成22年４月１日現在）

6．職員手当の状況（平成22年４月１日現在）

4．一般行政職員の初任給及び学歴別平均給料月額 （平成22年４月１日現在）

※地方財政状況調査より

時
間
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（
普
通
会
計
）

区
分

通
勤
手
当

扶
　
　
養
　
　
手
　
　
当

内　　　　容 国の制度
との異同

国の制度と
異なる内容

配　偶　者

配
偶
者
以
外

13,000円

6,500円

11,000円

１人につき
5,000円加算

１人につき
6,500円

１
　
人
　
目 配偶者無し

配偶者有り

２人目以上

満16歳の年度初めから
満22歳の年度末までの子

借　家（借間）　限度額　27,000円

交通機関等利用者　限度額　55,000円
交通用具利用者　限度額　24,500円

同 ̶

同 ̶

同 ̶

区 分

村 長

副村長

議 長

副議長

議 員
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534,100円

453,000円

教育長 422,560円

266,000円
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（支給割合）

６月期 1.60月分

12月期 1.65月分

　　計 3.25月分

加算措置　 有

議　員

（支給割合）

６月期 0.60月分

12月期 0.70月分

　　計 1.30月分

加算措置　 有

（注）１．職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または
　　　　非常勤職員を除いています。

①
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0
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0
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4
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0
9
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6
1
0
2
5
14
79

2
19
4
9
2
0
8
5
4
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8
0
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6
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0
1
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△　3
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△　1
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△　1
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民　　　生
衛　　　生
労　　　働
農 林 水 産
商　　　工
土　　　木
小　　　計

病　　　院
水　　　道
交　　　通
下　水　道
そ　の　他
小　　　計

教　　　育
消　　　防
小　　　計

合　　　　　　計

平成20年度支給総額 6,350千円

8,088千円平成21年度支給総額

7．特別職の報酬等の状況（平成22年４月１日現在）

8．部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

　（平成22年４月１日現在）
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11
月
６
日
と
７
日
の
２
日
間
、

第
53
回
新
郷
村
文
化
祭
が
美
郷
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
民
の
真
心
こ
も
っ
た
図
画
や

版
画
、
写
真
等
が
ず
ら
り
と
展

示
。
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

愉
快
に
訴
え
る
内
容
。
消
防
職
員

６
名
の
迫
真
の
演
技
に
観
客
は
災

害
へ
の
備
え
の
大
切
さ
を
再
確
認

し
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
と
っ
て
お
き
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
「
岩
手
大
学
く
ら
む
ぼ

ん
ジ
ャ
ズ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
」
。
サ

ッ
ク
ス
や
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

ギ
タ
ー
等
に
よ

る
17
人
編
成
で

演
奏
。

　「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
」
や

「
川
の
流
れ
の

よ
う
に
」
、
ア

ニ
メ
メ
ド
レ
ー

な
ど
11
曲
を
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
披

露
。
来
場
者
の

熱
い
視
線
を
浴

び
て
い
ま
し
た
。

　
下
水
道
展
で

は
無
料
の
わ
た

あ
め
コ
ー
ナ
ー

に
長
蛇
の
列
。

ス
タ
ッ
フ
が
笑

顔
で
子
ど
も
た

ち
に
わ
た
あ
め
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
し
た
。
く
し
餅
販
売
や
婦

人
会
食
堂
も
大
盛
況
。
来
場
者
は

「
食
欲
の
秋
」
も
満
喫
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　
11
月
６
日
、
村
づ
く
り
実
行
委

員
会
（
会
長
：
須
藤
良
美
村
長
）

は
「
椎
（
し
い
）
級
グ
ル
メ
グ
ラ

ン
プ
リ
　
椎
茸
（
し
い
た
け
）
美

味
し
い
食
べ
方
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

美
郷
館
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
村
特
産
の
原
木
椎

茸
を
使
い
、
食
を
通

し
て
地
域
の
人
と
の

繋
が
り
を
広
げ
、
元

気
な
村
づ
く
り
を
図

る
こ
と
と
し
い
た
け

の
消
費
拡
大
、
Ｐ
Ｒ

が
目
的
。
椎
茸
の
素

材
を
十
分
に
生
か
し

た
30
点
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
料
理
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
林
学
園

八
戸
調
理
師
専
門
学

校
の
中
嶋
貴
之
教
諭
、

戸
来
小
学
校
の
元
沢

節
子
校
長
、
本
村
の

主
任
栄
養
士
の
滝
田

敦
子
氏
の
３
名
。
料

理
の
味
、
外
観
、
ア

イ
デ
ア
、
独
創
性
、

普
及
性
の
５
点
を
厳

正
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
森

田
ゆ
み
子
さ
ん
の
「
原
木
し
い
た

け
味
覚
づ
め
大
根
」
。
こ
の
料
理

は
ダ
シ
こ
ん
ぶ
、
コ
ン
ソ
メ
、
塩
、

酒
、
み
り
ん
で
味
を
調
え
、
干
し

　
７
日
は
村
内
の
小
中
学
校
や
保

育
園
、
金
ヶ
沢
ピ
ア
ノ
教
室
の
ス

テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
盛
大

に
発
表
。
場
内
は
温
か
い
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
防
災
戦
士
ダ

ッ
シ
ュ
１
１
９
」
は
子
ど
も
を
中

心
に
大
人
気
。
活
動
服
、
救
急

服
、
救
助
服
を
身
に
ま
と
っ
た

「
フ
ァ
イ
ア
ー
ダ
ッ
シ
ュ
」、「
ア

ン
ビ
ュ
ー
ダ
ッ
シ
ュ
」、「
レ
ス
キ

ュ
ー
ダ
ッ
シ
ュ
」
の
３
戦
士
が
主

役
と
な
り
防
火
、
防
災
を
楽
し
く

し
い
た
け
と
一
緒
に
煮
て
く
り
ぬ

い
た
大
根
に
、
し
い
た
け
、
い
ん

げ
ん
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
た
け
の
こ
、

油
揚
げ
、
卵
、
豆
腐
の
炒
め
物
を

詰
め
、
煮
た
椎
茸
を
の
せ
菊
の
花

が
入
っ
た
あ
ん
を
か
け
た
一
品
。

ヘ
ル
シ
ー
な
秋
の
味
覚
を
味
わ
っ

た
須
藤
村
長
は
「
軸
が
太
く
肉
厚
。

コ
リ
コ
リ
の
し
っ
か
り
し
た
歯
ご

た
え
や
力
強
い
風
味
等
、
木
の
栄

養
だ
け
で
育
っ
た
原
木
椎
茸
な
ら

で
は
の
風
格
が
十
分
に
生
か
さ
れ

て
い
る
」
と
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
村
文
化
祭
初
日
。
青

森
朝
日
放
送
の
坂
本
佳
子
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
も
取
材
に
訪
れ
、
華
を
添

え
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ

　
原
木
し
い
た
け
味
覚
づ
め
大
根

　
　
　
森
田
ゆ
み
子（
新
町
）

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　
郷
や
ま
バ
ー
グ

　
　
　
竹
林
　
信
子（
川
代
北
向
）

ア
イ
デ
ア
賞

　
生
し
い
た
け
の
粕
漬
け

　
　
　
中
平
　
慶
子（
川
代
日
向
）

特
別
賞

　

　
し
い
た
け
シ
ュ
ウ
マ
イ

　
　
　
村
井
　
　
優（
上
栃
棚
）

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
し
い
た
け
料
理
が
30
点

文化の秋を満喫！
　　　　　　　　第53回新郷村文化祭
文化の秋を満喫！
　　　　　　　　第53回新郷村文化祭
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７
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２
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催
さ
れ
ま
し
た
。
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こ
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や
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、
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の
目
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た
。
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に
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る
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消
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の
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の
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は
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。
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サ
ー
ト
」
。
サ

ッ
ク
ス
や
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

ギ
タ
ー
等
に
よ

る
17
人
編
成
で

演
奏
。
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流
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。
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で
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を
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ま
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た
。
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販
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や
婦
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会
食
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も
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盛
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。
来
場
者
は

「
食
欲
の
秋
」
も
満
喫
し
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　
11
月
６
日
、
村
づ
く
り
実
行
委

員
会
（
会
長
：
須
藤
良
美
村
長
）

は
「
椎
（
し
い
）
級
グ
ル
メ
グ
ラ

ン
プ
リ
　
椎
茸
（
し
い
た
け
）
美

味
し
い
食
べ
方
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

美
郷
館
で
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
村
特
産
の
原
木
椎

茸
を
使
い
、
食
を
通

し
て
地
域
の
人
と
の

繋
が
り
を
広
げ
、
元

気
な
村
づ
く
り
を
図

る
こ
と
と
し
い
た
け

の
消
費
拡
大
、
Ｐ
Ｒ

が
目
的
。
椎
茸
の
素

材
を
十
分
に
生
か
し

た
30
点
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
料
理
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
審
査
員
は
林
学
園

八
戸
調
理
師
専
門
学

校
の
中
嶋
貴
之
教
諭
、

戸
来
小
学
校
の
元
沢

節
子
校
長
、
本
村
の

主
任
栄
養
士
の
滝
田

敦
子
氏
の
３
名
。
料

理
の
味
、
外
観
、
ア

イ
デ
ア
、
独
創
性
、

普
及
性
の
５
点
を
厳

正
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
森

田
ゆ
み
子
さ
ん
の
「
原
木
し
い
た

け
味
覚
づ
め
大
根
」
。
こ
の
料
理

は
ダ
シ
こ
ん
ぶ
、
コ
ン
ソ
メ
、
塩
、

酒
、
み
り
ん
で
味
を
調
え
、
干
し

　
７
日
は
村
内
の
小
中
学
校
や
保

育
園
、
金
ヶ
沢
ピ
ア
ノ
教
室
の
ス

テ
ー
ジ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
盛
大

に
発
表
。
場
内
は
温
か
い
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所
に
よ
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
防
災
戦
士
ダ

ッ
シ
ュ
１
１
９
」
は
子
ど
も
を
中

心
に
大
人
気
。
活
動
服
、
救
急

服
、
救
助
服
を
身
に
ま
と
っ
た

「
フ
ァ
イ
ア
ー
ダ
ッ
シ
ュ
」、「
ア

ン
ビ
ュ
ー
ダ
ッ
シ
ュ
」、「
レ
ス
キ

ュ
ー
ダ
ッ
シ
ュ
」
の
３
戦
士
が
主

役
と
な
り
防
火
、
防
災
を
楽
し
く

し
い
た
け
と
一
緒
に
煮
て
く
り
ぬ

い
た
大
根
に
、
し
い
た
け
、
い
ん

げ
ん
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
た
け
の
こ
、

油
揚
げ
、
卵
、
豆
腐
の
炒
め
物
を

詰
め
、
煮
た
椎
茸
を
の
せ
菊
の
花

が
入
っ
た
あ
ん
を
か
け
た
一
品
。

ヘ
ル
シ
ー
な
秋
の
味
覚
を
味
わ
っ

た
須
藤
村
長
は
「
軸
が
太
く
肉
厚
。

コ
リ
コ
リ
の
し
っ
か
り
し
た
歯
ご

た
え
や
力
強
い
風
味
等
、
木
の
栄

養
だ
け
で
育
っ
た
原
木
椎
茸
な
ら

で
は
の
風
格
が
十
分
に
生
か
さ
れ

て
い
る
」
と
高
く
評
価
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
村
文
化
祭
初
日
。
青

森
朝
日
放
送
の
坂
本
佳
子
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
も
取
材
に
訪
れ
、
華
を
添

え
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

グ
ラ
ン
プ
リ

　
原
木
し
い
た
け
味
覚
づ
め
大
根

　
　
　
森
田
ゆ
み
子（
新
町
）

準
グ
ラ
ン
プ
リ

　
郷
や
ま
バ
ー
グ

　
　
　
竹
林
　
信
子（
川
代
北
向
）

ア
イ
デ
ア
賞

　
生
し
い
た
け
の
粕
漬
け

　
　
　
中
平
　
慶
子（
川
代
日
向
）

特
別
賞

　

　
し
い
た
け
シ
ュ
ウ
マ
イ

　
　
　
村
井
　
　
優（
上
栃
棚
）

ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の
し
い
た
け
料
理
が
30
点

文化の秋を満喫！
　　　　　　　　第53回新郷村文化祭
文化の秋を満喫！
　　　　　　　　第53回新郷村文化祭
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　11
月
14
日
、
今
年
度
２
回
目
の

子
ど
も
会
再
利
用
資
源
回
収
活
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
時
30
分
か

ら
活
動
開
始
。
こ
の
日
は
天
候
も

良
く
活
動
日
和
で
、
各
集
落
で
回

収
を
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
元

気
よ
く
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。

　各
集
落
で
集
め
ら
れ
た
資
源
が

美
郷
館
前
に
運
ば
れ
て
き
ま
す
。

大
人
の
方
た
ち
が
ト
ラ
ッ
ク
に
運

ん
で
い
る
横
で
一
緒
に
来
た
子
ど

も
た
ち
も
束
ね
ら
れ
た
新
聞
紙
を

運
ん
だ
り
、
ビ
ニ
ー
ル
が
混
じ
っ

て
い
る
も
の
を
見
つ
け
た
り
、
新

聞
と
雑
誌
を
分
別
し
た
り
と
活
躍

し
て
い
ま
し
た
。

　10
月
25
日
か
ら
11
月
８
日
ま
で

の
平
日
の
10
日
間
、
生
活
支
援
事

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
村

有
地
へ
の
植
林
、
村
道
の
側
溝
清

掃
等
が
主
な
作
業
内
容
。
昨
年
に

続
く
事
業
に
戸
来
地
区
40
人
、
小

坂
地
区
26
人
、
川
代
地
区
22
人
、

西
越
地
区
27
人
の
１
１
５
人
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。

　平
子
沢
地
区
で
は
水
源
涵
養
を

ね
ら
い
と
し
た
ブ
ナ
植
林
作
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
１
町
歩
に
お
よ

そ
２
５
０
０
本
を
植
林
。
戸
来
・

小
坂
地
区
の
男
性
約
30
名
は
竹
尺

を
用
い
、
支
柱
で
固
定
し
植
え
付

け
て
い
ま
し
た
。

　11
月
10
日
、
美
郷
館
に
お
い
て

大
学
地
域
連
携
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
２
回
目
と

な
る
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
脳
の
健

康
」
。
講
師
に
弘
前
大
学
大
学
院

医
学
研
究
科
の
東
海
林
幹
夫
教
授

を
迎
え
、
「
認
知
症

　〜
診
断
と

ケ
ア
〜
」
と
題
し
た
講
演
で
21
名

の
受
講
生
は
認
知
症
に
対
す
る
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

　東
海
林
教
授
は
認
知
症
患
者
が

増
加
し
て
い
る
傾
向
や
死
亡
原
因

の
７
位
と
な
っ
て
い

る
現
状
に
つ
い
て
丁

寧
に
説
明
。
さ
ら
に

認
知
症
の
代
表
的
な

中
核
症
状
の
記
憶
障

害
、
失
語
、
失
認
等

に
つ
い
て
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
を
活
用
し
て

わ
か
り
や
す
く
解
説

し
て
い
ま
し
た
。

　「
軽
度
認
知
症
の

場
合
、
本
人
が
生
活

で
困
っ
て
い
る
こ
と

を
意
思
表
示
す
る
こ

と
は
可
能
。
生
活
を

活
発
に
す
る
こ
と
で

認
知
機
能
そ
の
も
の

の
改
善
も
期
待
で
き

る
」
と
早
期
発
見
の

重
要
性
を
東
海
林
教

授
は
示
唆
し
ま
し
た
。

　本
村
が
「
青
森
県
酪
農

発
祥
の
地
」
で
あ
る
こ
と

を
強
力
に
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と

作
製
し
た
乳
牛
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
人
形
の
名
前
が
「
酪

（
ら
く
）
ち
ゃ
ん
」
と
決

定
し
ま
し
た
。

　ふ
る
さ
と
活
性
化
公
社

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
名

称
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全

国
か
ら
メ
ー
ル
や
ハ
ガ
キ

な
ど
で
３
６
０
点
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
。
10
月
26
日
、
村

関
係
者
に
よ
る
審
査
委

員
会（
会
長
：
田
島
正
美
副
村
長
）

が
開
催
さ
れ
、
秋
田
市
の
吉
田
慶

嗣
さ
ん
の
案
に
決
定
し
ま
し
た
。

「
酪
ち
ゃ
ん
」
人
形
は
間
木
ノ
平

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
や
新
郷
温
泉
館

等
で
好
評
販
売
中
。
今
後
、
販
売

促
進
用
グ
ッ
ズ
等
に
も
登
場
す
る

予
定
で
す
。

　住
民
の
体
力
増
進
の
た
め
、
村

体
育
協
会
（
中
平
秀
夫
会
長
）
は

10
月
24
日
、
第
42
回
村
民
登
山
を

実
施
し
ま
し
た
。

　今
回
は
標
高
８
９
７
・
１
ｍ
の

岩
手
県
滝
沢
村
の
鞍
掛
山
へ
挑
戦
。

親
子
や
職
場
の
仲
間
た
ち
15
名
の

参
加
者
は
登
山
口
を
10
時
10
分
に

ス
タ
ー
ト
し
、
歓
談
し
な
が
ら
快

適
に
高
度
を
稼
ぎ
ま
す
。

　紅
葉
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
を
歩
き
、

約
１
時
間
20
分
後
、
ク
マ
ザ
サ
の

茂
る
林
を
過
ぎ
て
最
後
の
急
坂
を

登
り
無
事
に
全
員
登
頂
。
三
等
三

角
点
の
山
頂
か
ら
雄
大
な
岩
手
山

の
姿
に
目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　小
広
い
平

地
の
山
頂
で

昼
食
の
後
、

慎
重
に
下
山

し
、
「
ユ
ー

ト
ラ
ン
ド
姫

神
」へ
移
動
。

ゆ
っ
た
り
し

た
温
泉
で
心

地
よ
い
疲
れ

を
癒
し
ま
し

た
。

村
道

　
大
畑
線

農
道

　
前
ノ
平
線
（
西
越
）

村
道

　
金
ヶ
沢
・
坂
ノ
下
線

資
源
を
大
切
に

酪（らく）ちゃんと呼んでネ♪

豊
か
な
暮
ら
し
は
心
身
の
健
康
か
ら

参
加
者
全
員
が
登
頂
！

環境美化で
　　　生活支援
環境美化で
　　　生活支援
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し
ま
し

た
。

村
道

　
大
畑
線

農
道

　
前
ノ
平
線
（
西
越
）

村
道

　
金
ヶ
沢
・
坂
ノ
下
線

資
源
を
大
切
に

酪（らく）ちゃんと呼んでネ♪

豊
か
な
暮
ら
し
は
心
身
の
健
康
か
ら

参
加
者
全
員
が
登
頂
！

環境美化で
　　　生活支援
環境美化で
　　　生活支援
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し
ま
し
た
。

　
村
内
の
児
童
生
徒
及
び
教
職
員

を
対
象
と
し
、
防
火
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の

体
験
展
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　
起
震
車
搭
乗
に
よ
る
地
震
体

験
、
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
実

験
、
１
１
９
番

通
報
装
置
を
使

用
し
て
の
通
報

訓
練
等
、
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
西
分
遣
所

職
員
の
丁
寧
な

指
導
と
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
を

通
じ
て
防
災
意

識
を
高
め
ま
し

た
。

　
西
越
小
学
校

で
は
児
童
34
名

が
３
つ
の
班
に

分
か
れ
て
そ
れ

ぞ
れ
体
験
。
消

火
実
験
で
は
真

剣
な
眼
差
し
で

火
点
を
狙
い
消

火
し
て
い
ま
し

た
。

　
五
戸
消
防
署
西
分

遣
所
は
秋
の
火
災
予

防
運
動
期
間
中
の
10

月
21
日
、
戸
来
小
学

校
と
西
越
小
学
校
を

訪
問
し
、
「
移
動
消

防
体
験
展
」
を
実
施

　
村
体
育
協
会
野
球
部
が

平
成
22
年
度
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
優
良
団
体
と
し
て
、
こ

の
た
び
文
部
科
学
大
臣
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
10

月
20
日
、
前
川
原
規
幸
部

長
は
中
平
秀
夫
村
体
育
協

会
長
と
共
に
須
藤
村
長
の

も
と
を
訪
問
。
受
賞
の
喜

び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
野
球
部
は
昭
和
42
年

５
月
創
立
。
こ
れ
ま
で
、

県
民
体
育
大
会
準
優
勝

等
、
輝
か
し
い
成
績
を
お

さ
め
て
い
ま
す
。

　
10
月
27
日
、
村
営
平
子
沢
放
牧

場
は
今
季
の
放
牧
を
終
え
閉
牧
し

ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
村
内
の

畜
産
農
家
が
野
上
げ
。
最
盛
期
に

は
黒
毛
和
種
１
３
０
頭
が
放
牧
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
子
沢
の
標
高
は
約
６
０
０
ｍ
、

初
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
高
原
特

有
の
涼
気
が
、

牛
に
と
っ
て
快

適
な
環
境
と
な

り
ま
す
。
豊
富

な
牧
草
を
お
腹

一
杯
食
べ
充
分

な
運
動
を
し
た

牛
た
ち
を
７
軒

の
畜
産
農
家
が

10
月
20
日
頃
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
せ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
牛
舎
へ
運

搬
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
須

藤
良
美
村
長

等
、
関
係
者
約

20
名
が
牧
場
の

看
守
小
屋
に
参

集
。
神
棚
に
向
か
っ
て
全
員
で
手

を
合
わ
せ
、
無
事
故
で
今
季
の
放

牧
を
終
え
た
こ
と
を
祝
い
ま
し

た
。

　
牧
草
が
青
々
と
繁
る
来
年
の
５

月
に
は
再
び
牧
野
へ
と
戻
っ
て
き

ま
す
。
　

　
新
郷
中
学
校
の
３
年
生

11
名
が
10
月
６
日
と
７
日

の
２
日
間
、
同
校
で
「
福

祉
体
験
学
習
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
高
齢

者
に
対
す
る
接
し
方
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
目
的
。

講
師
は
村
厚
生
グ
ル
ー
プ

職
員
が
務
め
ま
し
た
。

　
初
日
は
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
」
、
２

日
目
は
「
高
齢
者
擬
似
体

験
」
を
開
講
。

　
高
齢
に
な
る
と
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
「
認
知
症
」

と
い
う
病
気
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ

と
で
高
齢
者
へ
の
接
し
方
を
学

び
、
さ
ら
に
、
目
が
見
え
に
く
く

視
界
が
狭
く
な
る
眼
鏡
や
老
人
性

難
聴
を
体
感
す
る
た
め
の
耳
栓
、

関
節
を
動
き
に
く
く
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
等
を
着
用
し
、
階
段
を
歩
い

た
り
、
電
話
を
か
け
た
り
す
る
こ

と
で
心
理
的
変
化
と
身
体
機
能
低

下
を
実
体
験
し
ま
し
た
。

　
学
習
を
終
え
た
﨑
匠
君
は
「
僕

は
、
お
年
寄
り
が
毎
日
こ
ん
な
に

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
、
今
よ
り
も
っ
と
優
し
く

し
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
も
し
、
ど
こ
か
に
出

か
け
る
時
、
お
年
寄
り
が
困
っ
て

い
た
ら
、
積
極
的
に
声
を
か
け
て

自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら

手
伝
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
」
と
学
習
を
振
り
返
り
ま
し

た
。

　
11
月
10
日
、
戸
来
三
嶽
神
社
に

お
い
て
平
成
22
年
度
交
通
安
全
祈

願
祭
（
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

主
催
）
が
行
わ
れ
、
須
藤
良
美
村

長
ら
が
交
通
事
故
防
止
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
冬
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
お
け

る
事
故
や
、
積
雪
・
凍
結
路
面
で

の
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止
と
交
通

安
全
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
が

目
的
。
33
名
の
関
係
機
関
の
代
表

者
ら
は
真
剣
な
面
持
ち
で
神
事
に

臨
み
、
玉
串
を
捧
げ
ま
し
た
。

無
事
故
を
祈
り

　
　
　
　神
前
で
祈
願

高めよう　　
　　防災意識

高
齢
者
の
心
身
を
疑
似
体
験

無
事
に
放
牧
を
終
え

　里
帰
り

地域のスポーツ振興に貢献
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し
ま
し
た
。

　
村
内
の
児
童
生
徒
及
び
教
職
員

を
対
象
と
し
、
防
火
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
こ
の

体
験
展
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

　
起
震
車
搭
乗
に
よ
る
地
震
体

験
、
水
消
火
器
に
よ
る
消
火
実

験
、
１
１
９
番

通
報
装
置
を
使

用
し
て
の
通
報

訓
練
等
、
多
彩

な
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
西
分
遣
所

職
員
の
丁
寧
な

指
導
と
的
確
な

ア
ド
バ
イ
ス
を

通
じ
て
防
災
意

識
を
高
め
ま
し

た
。

　
西
越
小
学
校

で
は
児
童
34
名

が
３
つ
の
班
に

分
か
れ
て
そ
れ

ぞ
れ
体
験
。
消

火
実
験
で
は
真

剣
な
眼
差
し
で

火
点
を
狙
い
消

火
し
て
い
ま
し

た
。

　
五
戸
消
防
署
西
分

遣
所
は
秋
の
火
災
予

防
運
動
期
間
中
の
10

月
21
日
、
戸
来
小
学

校
と
西
越
小
学
校
を

訪
問
し
、
「
移
動
消

防
体
験
展
」
を
実
施

　
村
体
育
協
会
野
球
部
が

平
成
22
年
度
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
優
良
団
体
と
し
て
、
こ

の
た
び
文
部
科
学
大
臣
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
10

月
20
日
、
前
川
原
規
幸
部

長
は
中
平
秀
夫
村
体
育
協

会
長
と
共
に
須
藤
村
長
の

も
と
を
訪
問
。
受
賞
の
喜

び
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
同
野
球
部
は
昭
和
42
年

５
月
創
立
。
こ
れ
ま
で
、

県
民
体
育
大
会
準
優
勝

等
、
輝
か
し
い
成
績
を
お

さ
め
て
い
ま
す
。

　
10
月
27
日
、
村
営
平
子
沢
放
牧

場
は
今
季
の
放
牧
を
終
え
閉
牧
し

ま
し
た
。
５
月
下
旬
か
ら
村
内
の

畜
産
農
家
が
野
上
げ
。
最
盛
期
に

は
黒
毛
和
種
１
３
０
頭
が
放
牧
さ

れ
ま
し
た
。

　
平
子
沢
の
標
高
は
約
６
０
０
ｍ
、

初
夏
か
ら
秋
に

か
け
て
高
原
特

有
の
涼
気
が
、

牛
に
と
っ
て
快

適
な
環
境
と
な

り
ま
す
。
豊
富

な
牧
草
を
お
腹

一
杯
食
べ
充
分

な
運
動
を
し
た

牛
た
ち
を
７
軒

の
畜
産
農
家
が

10
月
20
日
頃
か

ら
ト
ラ
ッ
ク
に

乗
せ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
牛
舎
へ
運

搬
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
須

藤
良
美
村
長

等
、
関
係
者
約

20
名
が
牧
場
の

看
守
小
屋
に
参

集
。
神
棚
に
向
か
っ
て
全
員
で
手

を
合
わ
せ
、
無
事
故
で
今
季
の
放

牧
を
終
え
た
こ
と
を
祝
い
ま
し

た
。

　
牧
草
が
青
々
と
繁
る
来
年
の
５

月
に
は
再
び
牧
野
へ
と
戻
っ
て
き

ま
す
。
　

　
新
郷
中
学
校
の
３
年
生

11
名
が
10
月
６
日
と
７
日

の
２
日
間
、
同
校
で
「
福

祉
体
験
学
習
」
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
高
齢

者
に
対
す
る
接
し
方
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
目
的
。

講
師
は
村
厚
生
グ
ル
ー
プ

職
員
が
務
め
ま
し
た
。

　
初
日
は
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
講
座
」
、
２

日
目
は
「
高
齢
者
擬
似
体

験
」
を
開
講
。

　
高
齢
に
な
る
と
リ
ス
ク

が
高
く
な
る
「
認
知
症
」

と
い
う
病
気
に
つ
い
て
の

正
し
い
知
識
と
理
解
を
深
め
る
こ

と
で
高
齢
者
へ
の
接
し
方
を
学

び
、
さ
ら
に
、
目
が
見
え
に
く
く

視
界
が
狭
く
な
る
眼
鏡
や
老
人
性

難
聴
を
体
感
す
る
た
め
の
耳
栓
、

関
節
を
動
き
に
く
く
す
る
サ
ポ
ー

タ
ー
等
を
着
用
し
、
階
段
を
歩
い

た
り
、
電
話
を
か
け
た
り
す
る
こ

と
で
心
理
的
変
化
と
身
体
機
能
低

下
を
実
体
験
し
ま
し
た
。

　
学
習
を
終
え
た
﨑
匠
君
は
「
僕

は
、
お
年
寄
り
が
毎
日
こ
ん
な
に

大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
こ
と
を

知
っ
て
、
今
よ
り
も
っ
と
優
し
く

し
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
も
し
、
ど
こ
か
に
出

か
け
る
時
、
お
年
寄
り
が
困
っ
て

い
た
ら
、
積
極
的
に
声
を
か
け
て

自
分
に
で
き
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら

手
伝
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
」
と
学
習
を
振
り
返
り
ま
し

た
。

　
11
月
10
日
、
戸
来
三
嶽
神
社
に

お
い
て
平
成
22
年
度
交
通
安
全
祈

願
祭
（
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

主
催
）
が
行
わ
れ
、
須
藤
良
美
村

長
ら
が
交
通
事
故
防
止
を
祈
願
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
冬
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
お
け

る
事
故
や
、
積
雪
・
凍
結
路
面
で

の
ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止
と
交
通

安
全
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
が

目
的
。
33
名
の
関
係
機
関
の
代
表

者
ら
は
真
剣
な
面
持
ち
で
神
事
に

臨
み
、
玉
串
を
捧
げ
ま
し
た
。

無
事
故
を
祈
り

　
　
　
　神
前
で
祈
願

高めよう　　
　　防災意識

高
齢
者
の
心
身
を
疑
似
体
験

無
事
に
放
牧
を
終
え

　里
帰
り

地域のスポーツ振興に貢献
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新郷村職員を募集します

　
五
戸
地
区
交
通
安
全
協

会
西
越
支
部
（
横
沢
満
支

部
長
）
と
五
戸
地
区
交
通

指
導
隊
西
越
支
隊
（
竹
村

福
松
支
隊
長
）
と
管
内
の

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
９

５
０
０
日
を
達
成
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
五
戸
警
察

署
と
同
地
区
安
全
協
会
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
、
同
署
で
表

彰
状
を
手
渡
さ
れ
た
横
沢
支
部
長

は
「
記
録
は
地
域
の
協
力
が
あ
っ

て
の
も
の
。
今
後
も
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
ま
で
交
通
安
全
意
識
を
高

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

◇
小
学
校
の
部
▽
最
優
秀
賞
　
畠

山
萌
（
戸
来
小
４
年
）
▽
優
秀
賞

高
橋
真
由
（
戸
来
小
６
年
）
　
橋

端
彩
乃
（
川
代
小
３
年
）

◇
中
学
校
の
部
▽
最
優
秀
賞
　
小

坂
柾
貴
（
新
郷
中
３
年
）
▽
優
秀

賞
　
中
田
圭
武
（
新
郷
中
３
年
）

間
木
綾
乃
（
新
郷
中
１
年
） 

　
五
戸
地
方
振
興
会
で
は
管
内
の

農
業
振
興
と
農
作
物
の
品
質
向
上

を
図
る
た
め
、
毎
年
品
評
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
13
回
目
と
な
る
今

回
は
一
般
野
菜
、
水
稲
、
穀
物
な

ど
７
部
門
に
４
２
５
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
、
審
査
部
会
の
三
八

地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
農

業
普
及
振
興
室
長
ら
が
厳
正
な
基

準
に
よ
り
優
等
９
点
、

１
等
18
点
、
２
等
33
点

を
選
出
。
出
品
物
は
11

月
５
日
か
ら
３
日
間
、

五
戸
ド
ー
ム
に
お
い
て

「
五
戸
町
産
業
と
文
化

ま
つ
り
」
の
中
で
展

示
・
即
売
さ
れ
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
完
売
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
村
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
賞
・
部
門
・
品
目

名
・
出
品
者
）

◇
優
等
▽
特
産
野
菜
　

な
が
い
も
（
秋
掘
）
杉

村
志
智
雄
▽
花
卉
　
輪

菊
（
神
馬
）
　
荻
沢
功

◇
１
等
▽
特
産
野
菜
　
な
が
い
も

（
春
掘
）
　
佐
々
木
智
▽
一
般
野

菜
１
　
大
根
　
風
張
昌
一
▽
花
卉

輪
菊
（
神
馬
）
小
坂
敏
・
川
原
正

榮
　
◇
２
等
▽
水
稲
　
玄
米
（
ま

っ
し
ぐ
ら
）
　
川
代
務
▽
一
般
野

菜
１
　
大
根
　
工
藤
茂
・
長
野

晃
・
田
沢
重
信
▽
一
般
野
菜
２
　

ピ
ー
マ
ン
　
櫻
井
利
弘

　
11
月
６
日
、
戸

来
地
区
防
犯
協
会

（
永
野
信
一
会
長
）

は
今
夏
に
募
集
し

た
防
犯
標
語
の
入

選
作
品
の
看
板
設

置
作
業
を
新
郷
駐

在
所
と
協
力
し
、

実
施
し
ま
し
た
。

　
管
内
の
通
学
路

６
箇
所
に
設
置
し

た
作
業
は
、
幅
45

セ
ン
チ
高
さ
１
８

０
セ
ン
チ
の
鉄
製

の
フ
レ
ー
ム
を
番

線
で
て
い
ね
い
に

固
定
。
設
置
に
あ

た
っ
た
永
野
会
長

は
「
登
下
校
の
際

に
子
ど
も
た
ち
が

目
に
つ
き
や
す
い
よ
う
に
設
置
場

所
に
配
慮
し
た
。
」
と
汗
を
拭
っ

て
い
ま
し
た
。

　
表
彰
は
設
置
に
先
立
ち
、
10
月

20
日
、
永
野
会
長
が
入
賞
者
の
学

校
を
訪
問
し
、
賞
状
と
副
賞
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
10
月
11
日
、
第
２
回
あ
い
あ
い

学
級
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
種
差
少
年
自
然
の
家
の
今
井
研

修
課
長
を
お
迎
え
し
て
、
親
子
総

勢
13
名
で
せ
ん
べ
い
焼
き
体
験
。

簡
単
な
説
明
の
後
に
早
速
子
ど
も

た
ち
は
２
つ
に
分
か
れ
て
せ
ん
べ

い
粉
を
こ
ね
始
め
ま
す
。

　
仕
上
げ
は
お
母
さ
ん
た
ち
に
ま

と
め
て
も
ら
い
、
そ
の
種
を
24
個

に
分
け
て
種
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
間
に
お
父
さ
ん
た
ち
は

火
起
こ
し
の
準
備
。
ど
ち
ら
の
準

備
も
整
っ
た
と
こ
ろ
で
い
よ
い
よ

焼
き
に
入
り
ま
す
。

　
焼
き
方
の
注
意
を
聞
い
て
か
ら
、

種
を
間
に
挟
ん
で
焼
き
始
め
ま
し

た
。
30
秒
ず
つ
ひ
っ
く
り
返
し
な

が
ら
計
３
分

間
の
焼
き
時

間
で
お
手
製

の
せ
ん
べ
い

が
完
成
！
試

食
を
し
て
み

る
と
も
っ
ち

り
し
て
い
て

大
変
美
味
し

く
、
子
ど
も

た
ち
は
あ
っ

と
い
う
間
に

食
べ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

 

こ
の
ほ
ど
、㈲
泉
農
場

新
郷
醸
造
所
の
田
中
嘉

也
工
場
長
が
新
商
品
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
村
長
室
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
新
商
品
は
な
が
い
も

焼
酎
「
郷
の
華
」
20
度
。

１
８
０
０
㍉
㍑
で
価
格

は
１
９
９
５
円
（
税
込

み
）
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
低
め

で
ソ
フ
ト
で
ラ
イ
ト
な
口
当
た
り

が
特
長
。
お
求
め
や
す
い
価
格
も

魅
力
で
す
。
同
焼
酎
の
商
品
構
成

は
こ
れ
で
３
種
類
。
顧
客
の
増
加

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
田
中
工
場
長

は
「
秋
の
夜
長
に
ぴ
っ
た
り
の
味

わ
い
。
ロ
ッ
ク
で
す
っ
き
り
と
、

な
が
い
も
の
甘
さ
を
味
わ
っ
て
欲

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
商
品
の
お
問
い
合
わ
せ
は
同

醸
造
所
ま
で
。

℡
61
│

７
７
７
５

◇受験手続
　受験申込書（用紙は役場総務グループで直
接受け取るか、村ホームページからダウンロ
ードできます）を総務課に提出してください。
　実施要綱等も村ホームページでご覧になれ
ますので、提出書類の確認をお願いします。
http://www.net.pref.aomori.jp/shingo/  新着情報

◇受付期間
　平成22年12月８日（水）～平成23年１月14日（金）
　受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日、年末年始を除く）
　郵送による提出の場合は、１月14日（金）
必着有効とします。
◇申し込み・お問い合わせ
　受験の申し込みや試験に関するお問い合わせは
　総務課総務グループ　℡78－2111　内線105

◇職種・募集人員
　中級：一般行政事務　若干名
◇受験資格
　経済産業省認定の国家試験「基本情報技術
者試験」に合格した者であり、昭和57年４月
２日から平成３年４月１日までに生まれた者
で、短大卒業程度以上の者。

◇試験の内容
　①一次試験：教養試験・適性検査
　②二次試験：作文試験・面接
◇試験日・会場
　①一次試験　平成23年１月30日（日）
　　試験会場　新郷村役場
　　　　　　　（詳細は申込者に連絡します）
　②二次試験　一次試験合格者に追って通知し
　　　　　　　ます。

新郷村職員を募集します

新商品をＰＲ

親
子
で
せ
ん
べ
い
焼
き
に
挑
戦
！

本
村
か
ら
11
人
が
入
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　第
13
回 

五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会

防
犯
標
語
で
安
全
安
心
な
村
づ
く
り

事故死ゼロ１９５００日
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新郷村職員を募集します

　
五
戸
地
区
交
通
安
全
協

会
西
越
支
部
（
横
沢
満
支

部
長
）
と
五
戸
地
区
交
通

指
導
隊
西
越
支
隊
（
竹
村

福
松
支
隊
長
）
と
管
内
の

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
９

５
０
０
日
を
達
成
に
貢
献

し
た
と
し
て
、
五
戸
警
察

署
と
同
地
区
安
全
協
会
よ

り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
、
同
署
で
表

彰
状
を
手
渡
さ
れ
た
横
沢
支
部
長

は
「
記
録
は
地
域
の
協
力
が
あ
っ

て
の
も
の
。
今
後
も
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
ま
で
交
通
安
全
意
識
を
高

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

◇
小
学
校
の
部
▽
最
優
秀
賞
　
畠

山
萌
（
戸
来
小
４
年
）
▽
優
秀
賞

高
橋
真
由
（
戸
来
小
６
年
）
　
橋

端
彩
乃
（
川
代
小
３
年
）

◇
中
学
校
の
部
▽
最
優
秀
賞
　
小

坂
柾
貴
（
新
郷
中
３
年
）
▽
優
秀

賞
　
中
田
圭
武
（
新
郷
中
３
年
）

間
木
綾
乃
（
新
郷
中
１
年
） 

　
五
戸
地
方
振
興
会
で
は
管
内
の

農
業
振
興
と
農
作
物
の
品
質
向
上

を
図
る
た
め
、
毎
年
品
評
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
13
回
目
と
な
る
今

回
は
一
般
野
菜
、
水
稲
、
穀
物
な

ど
７
部
門
に
４
２
５
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。

　
11
月
４
日
、
審
査
部
会
の
三
八

地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
農

業
普
及
振
興
室
長
ら
が
厳
正
な
基

準
に
よ
り
優
等
９
点
、

１
等
18
点
、
２
等
33
点

を
選
出
。
出
品
物
は
11

月
５
日
か
ら
３
日
間
、

五
戸
ド
ー
ム
に
お
い
て

「
五
戸
町
産
業
と
文
化

ま
つ
り
」
の
中
で
展

示
・
即
売
さ
れ
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
完
売
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
村
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

（
賞
・
部
門
・
品
目

名
・
出
品
者
）

◇
優
等
▽
特
産
野
菜
　

な
が
い
も
（
秋
掘
）
杉

村
志
智
雄
▽
花
卉
　
輪

菊
（
神
馬
）
　
荻
沢
功

◇
１
等
▽
特
産
野
菜
　
な
が
い
も

（
春
掘
）
　
佐
々
木
智
▽
一
般
野

菜
１
　
大
根
　
風
張
昌
一
▽
花
卉

輪
菊
（
神
馬
）
小
坂
敏
・
川
原
正

榮
　
◇
２
等
▽
水
稲
　
玄
米
（
ま

っ
し
ぐ
ら
）
　
川
代
務
▽
一
般
野

菜
１
　
大
根
　
工
藤
茂
・
長
野

晃
・
田
沢
重
信
▽
一
般
野
菜
２
　

ピ
ー
マ
ン
　
櫻
井
利
弘

　
11
月
６
日
、
戸

来
地
区
防
犯
協
会

（
永
野
信
一
会
長
）

は
今
夏
に
募
集
し

た
防
犯
標
語
の
入

選
作
品
の
看
板
設

置
作
業
を
新
郷
駐

在
所
と
協
力
し
、

実
施
し
ま
し
た
。

　
管
内
の
通
学
路

６
箇
所
に
設
置
し

た
作
業
は
、
幅
45

セ
ン
チ
高
さ
１
８

０
セ
ン
チ
の
鉄
製

の
フ
レ
ー
ム
を
番

線
で
て
い
ね
い
に

固
定
。
設
置
に
あ

た
っ
た
永
野
会
長

は
「
登
下
校
の
際

に
子
ど
も
た
ち
が

目
に
つ
き
や
す
い
よ
う
に
設
置
場

所
に
配
慮
し
た
。
」
と
汗
を
拭
っ

て
い
ま
し
た
。

　
表
彰
は
設
置
に
先
立
ち
、
10
月

20
日
、
永
野
会
長
が
入
賞
者
の
学

校
を
訪
問
し
、
賞
状
と
副
賞
を
手

渡
し
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
10
月
11
日
、
第
２
回
あ
い
あ
い

学
級
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
種
差
少
年
自
然
の
家
の
今
井
研

修
課
長
を
お
迎
え
し
て
、
親
子
総

勢
13
名
で
せ
ん
べ
い
焼
き
体
験
。

簡
単
な
説
明
の
後
に
早
速
子
ど
も

た
ち
は
２
つ
に
分
か
れ
て
せ
ん
べ

い
粉
を
こ
ね
始
め
ま
す
。

　
仕
上
げ
は
お
母
さ
ん
た
ち
に
ま

と
め
て
も
ら
い
、
そ
の
種
を
24
個

に
分
け
て
種
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
間
に
お
父
さ
ん
た
ち
は

火
起
こ
し
の
準
備
。
ど
ち
ら
の
準

備
も
整
っ
た
と
こ
ろ
で
い
よ
い
よ

焼
き
に
入
り
ま
す
。

　
焼
き
方
の
注
意
を
聞
い
て
か
ら
、

種
を
間
に
挟
ん
で
焼
き
始
め
ま
し

た
。
30
秒
ず
つ
ひ
っ
く
り
返
し
な

が
ら
計
３
分

間
の
焼
き
時

間
で
お
手
製

の
せ
ん
べ
い

が
完
成
！
試

食
を
し
て
み

る
と
も
っ
ち

り
し
て
い
て

大
変
美
味
し

く
、
子
ど
も

た
ち
は
あ
っ

と
い
う
間
に

食
べ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

 

こ
の
ほ
ど
、㈲
泉
農
場

新
郷
醸
造
所
の
田
中
嘉

也
工
場
長
が
新
商
品
の

Ｐ
Ｒ
の
た
め
村
長
室
を

訪
れ
ま
し
た
。

　
新
商
品
は
な
が
い
も

焼
酎
「
郷
の
華
」
20
度
。

１
８
０
０
㍉
㍑
で
価
格

は
１
９
９
５
円
（
税
込

み
）
。
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
は
低
め

で
ソ
フ
ト
で
ラ
イ
ト
な
口
当
た
り

が
特
長
。
お
求
め
や
す
い
価
格
も

魅
力
で
す
。
同
焼
酎
の
商
品
構
成

は
こ
れ
で
３
種
類
。
顧
客
の
増
加

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
田
中
工
場
長

は
「
秋
の
夜
長
に
ぴ
っ
た
り
の
味

わ
い
。
ロ
ッ
ク
で
す
っ
き
り
と
、

な
が
い
も
の
甘
さ
を
味
わ
っ
て
欲

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。
商
品
の
お
問
い
合
わ
せ
は
同

醸
造
所
ま
で
。

℡
61
│

７
７
７
５

◇受験手続
　受験申込書（用紙は役場総務グループで直
接受け取るか、村ホームページからダウンロ
ードできます）を総務課に提出してください。
　実施要綱等も村ホームページでご覧になれ
ますので、提出書類の確認をお願いします。
http://www.net.pref.aomori.jp/shingo/  新着情報

◇受付期間
　平成22年12月８日（水）～平成23年１月14日（金）
　受付時間は、午前８時30分から午後５時まで
　（土曜日、日曜日、祝日、年末年始を除く）
　郵送による提出の場合は、１月14日（金）
必着有効とします。
◇申し込み・お問い合わせ
　受験の申し込みや試験に関するお問い合わせは
　総務課総務グループ　℡78－2111　内線105

◇職種・募集人員
　中級：一般行政事務　若干名
◇受験資格
　経済産業省認定の国家試験「基本情報技術
者試験」に合格した者であり、昭和57年４月
２日から平成３年４月１日までに生まれた者
で、短大卒業程度以上の者。

◇試験の内容
　①一次試験：教養試験・適性検査
　②二次試験：作文試験・面接
◇試験日・会場
　①一次試験　平成23年１月30日（日）
　　試験会場　新郷村役場
　　　　　　　（詳細は申込者に連絡します）
　②二次試験　一次試験合格者に追って通知し
　　　　　　　ます。

新郷村職員を募集します

新商品をＰＲ

親
子
で
せ
ん
べ
い
焼
き
に
挑
戦
！

本
村
か
ら
11
人
が
入
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　第
13
回 

五
戸
地
方
農
産
物
品
評
会

防
犯
標
語
で
安
全
安
心
な
村
づ
く
り

事故死ゼロ１９５００日
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　村では、八戸市と協力し、災害や犯罪に強い
安全な地域づくりを目指し、緊急情報や気象、
火災に関する情報を、携帯電話やパソコンに電
子メールでお知らせする「安全・安心メール配
信サービス」を開始します。

１．システム稼動開始　平成22年12月17日（金）

２．登録受付開始　　　平成22年12月１日（水）

３．配信される情報
　①緊急情報
災害時の避難勧告や避難所開設情報、大規
模な事件・事故の情報

　②気象情報
気象注意報・警報、地震情報
（24時間自動配信）

　③火災情報
新郷村内の火災発生情報（24時間自動配信）

４．登録方法
　次のメールアドレスに
空メールを送信。（ＱＲ
コードを読み取ることで
もメールアドレスの取得
が可能。）返信されてき
たら市町村（新郷村）と
配信情報を選択し、確認
メールの必要事項をチェ
ックし送信するだけで、登録可能です。
登録用メールアドレス

　anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp

５．費　　用
　登録料及び情報利用料は無料。ただし、
通信料は利用される方の負担。詳しくは、
新郷村のホームページまたはチラシをご覧
ください。

問　総務グループ　℡ 78－2111

安全・安心メール配信サービス
12月17日スタート！

　相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し

た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契

約
等
に
係
る
年
金
の
所
得
税
の
取

扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問

　八
戸
税
務
署

　
　℡
43
│

０
１
４
１

　寒
い
時
季
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
、

暖
房
器
具
や
そ
の
周
囲
を
点
検
し
、

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

◇
衣
類
な
ど
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
る
こ
と
は
危
険
！

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
で
洗
濯
物
を

乾
か
す
と
、
熱
風
に
煽
ら
れ
て

落
下
し
、
火
事
に
な
る
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
テ
ン
の
近
く
に
紙
、衣
類
、

布
団
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に

接
触
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
温
風
が
当

た
る
場
所
に
放
置
し
た
り
、
ス

ト
ー
ブ
の
上
に
置
き
っ
ぱ
な
し

に
し
た
り
す
る
と
、
缶
が
膨
張

し
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
時

は
完
全
に
火
を
消
し
て
か
ら
！

・
給
油
す
る
と
き
に
は
必
ず
消
火

し
、
火
が
完
全
に
消
え
た
の
を

確
認
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
、
キ
ャ
ッ
プ
は

確
実
に
閉
め
、
漏
れ
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
薪
ス
ト
ー
ブ
の
灰
に
注
意
！

・
取
り
灰
や
お
き
火
は
不
用
意
に

放
置
せ
ず
、不
燃
容
器
に
入
れ
、

水
を
か
け
て
完
全
に
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

・
薪
や
紙
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も

の
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問

　五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　℡
78
│

２
１
１
９

　平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
御
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問

　企
画
グ
ル
ー
プ 

　
　℡
78
│

２
１
１
１

　「
解
雇
」
、「
雇
止
め
」
、「
賃
金

の
引
き
下
げ
」
等
の
労
働
条
件
の

ほ
か
、
「
い
じ
め
」
な
ど
、
労
働

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

つ
い
て
労
働
者
や
事
業
主
か
ら
の

相
談
を
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
い
つ
で
も
気
軽
に

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　こ
の
他
に
、
無
料
で
個
別
紛
争

の
解
決
援
助
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

「
青
森
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
･

指
導
」、「
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ

る
あ
っ
せ
ん
」
制
度
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問

　青
森
労
働
局
総
合
労
働
相
談

　
　コ
ー
ナ
ー

　℡
０
１
７
│

７
３
４
│

４
２
１
２

　お
歳
暮
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
お
誕
生
日
な
ど
大
切
な
人

へ
の
ギ
フ
ト
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
景
品
、
各
種

お
祝
い
事
な
ど
に「
入
浴
回
数
券
」

は
、
い
か
が
で
す
か
？

　た
だ
い
ま
、
新
郷
温
泉
館
で
は

ギ
フ
ト
用
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い

る
３
種
類
の
回
数
券
を
販
売
中
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
１
１
７
０
０
円
（
39
枚
綴
り
）

②
３
９
０
０
円

　（
11
枚
綴
り
）

③
２
０
０
０
円

　（
11
枚
綴
り
）

※
③
は
村
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
へ
の
販
売
と
な
り
ま
す
）

問 

新
郷
温
泉
館
℡
78
│

３
０
５
０

　シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
10
月
25
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

◇
対
象
者
は
、
戦
後
強
制
抑
留
者

で
平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本

国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方
で

す
。

◇
請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
22
年

10
月
25
日
〜
平
成
24
年
３
月
31

日
で
す
。

◇
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送

り
し
ま
す
。
ま
だ
、
お
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
は
、
当
基
金

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

℡
０
５
７
０
│

０
５
９
│

２
０
４

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
廻
道

　ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

　南
部
圏
域（
八
戸
市
・
三
戸
町
・

五
戸
町
・
田
子
町
・
南
部
町
・
階

上
町
・
新
郷
村
・
お
い
ら
せ
町
）

の
様
々
な
料
理
、
物
産
品
・
特
産

品
、
郷
土
芸
能
等
が
一
堂
に
集
ま

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◇
日
時

　12
月
18
・
19
日
（
土
・
日
）

　午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◇
会
場

　ユ
ー
ト
リ
ー
及
び
八
戸
駅
前
広
場

◇
内
容

南
部
食
・
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
、

芸
能
発
表
、音
楽
会
、も
ち
焼
き

せ
ん
べ
い
、
ク
イ
ズ
大
会
な
ど

問
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合

　℡
０
１
７
８
│

70
│

１
１
０
０

　協
働
の
ま
ち
づ
く
り
研
修
会

　協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理
解

を
深
め
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

「
人
材
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

人
材
の
発
掘
や
活
か
し
方
な
ど
に

つ
い
て
、
講
師
に
よ
る
お
話
や
、

八
戸
に
お
い
て
多
様
な
人
材
を
巻

き
込
み
活
動
し
て
い
る
団
体
の
事

例
発
表
を
行
い
ま
す
。

　参
加
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　12
月
18
日

　午
後
１
時
30
分
〜
４
時
10
分

◇
場
所

　八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　２
階

　翔
鶴
の
間

◇
内
容

・
基
調
講
演

　演
題
「„
ヒ
ト
“

こ
そ
ま
ち
の
元
気
の
活
力
源
！

〜
一
人
ひ
と
り
の
個
性
・
特
性

が
活
き
る
ま
ち
づ
く
り
〜
」

　講
師

　遠
藤
智
栄 

氏
（
オ
オ
ス

デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
プ
ラ
ン
ナ

ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

・
事
例
発
表

　発
表
団
体

湊
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

素
浪
人
（
す
ろ
う
に
ん
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

◇
参
加
方
法

12
月
10
日
ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
・
申

　八
戸
市
市
民
連
携
推
進
課

℡
43
│

９
２
０
７ 

Ｆ
47
│

１
４
８
５

Ｅ
メ
ー
ル

renkei@
city.hachinohe.aom

ori.jp

戦
後
強
制
抑
留
者
の

　
　
　
　
　
　
皆
様
へ

食
の
彩
典

　
南
部
八
戸
ぬ
ぐ
だ
ま
り

問

問

申

お
知
ら
せ

　│
問
い
合
わ
せ

　
　│
申
し
込
み

　│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

Ｆ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

参
加
者
募
集

好
評
販
売
中
！

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

暖
房
器
具
取
扱
い
上
の

　
　
　
　
　
注
意
事
項

問 問

問

問

問

問問

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

十
和
田
湖
の
紅
葉
映
ゆ
る

眼
裏
に

福

　士

　香
芽
子

炉
火
恋
し
火
ぼ
こ
り
掃
い
て

座
敷
ふ
く

髙

　根

　リ

　サ

夕
暮
る
る
人
の
恋
し
き

火
も
恋
し

長

　峯

　ユ

　リ

火
の
恋
し
伏
す
身
と
な
れ
ば

尚
更
に

鹿

　島

　と

　わ

秋
寒
し
蛙
の
肌
も
乾
き
け
り

工

　藤

　陽

　一

里
の
景
一
つ
な
く
し
て
朝
の
霧

福

　山

　康

　子

名
物
を
買
い
こ
ん
で
い
る

秋
祭
り

戸

　来

　れ
い
子

コ
ン
バ
イ
ン
駆
け
ず
り
回
る

田
ん
ぼ
か
な

小

　坂

　良

　子

西
日
受
け
輝
く
栗
を
拾
い
け
り

鹿

　島

　恵
美
子

父
語
る
昔
話
や
炉
火
恋
し

村

　上

　て

　る

あ
か
あ
か
と
大
鍋
つ
る
す

炉
火
恋
し

金

　沢

　
　
　凡



1415　広報しんごう　H22・11

　村では、八戸市と協力し、災害や犯罪に強い
安全な地域づくりを目指し、緊急情報や気象、
火災に関する情報を、携帯電話やパソコンに電
子メールでお知らせする「安全・安心メール配
信サービス」を開始します。

１．システム稼動開始　平成22年12月17日（金）

２．登録受付開始　　　平成22年12月１日（水）

３．配信される情報
　①緊急情報
災害時の避難勧告や避難所開設情報、大規
模な事件・事故の情報

　②気象情報
気象注意報・警報、地震情報
（24時間自動配信）

　③火災情報
新郷村内の火災発生情報（24時間自動配信）

４．登録方法
　次のメールアドレスに
空メールを送信。（ＱＲ
コードを読み取ることで
もメールアドレスの取得
が可能。）返信されてき
たら市町村（新郷村）と
配信情報を選択し、確認
メールの必要事項をチェ
ックし送信するだけで、登録可能です。
登録用メールアドレス

　anzenjoho@anshin.city.hachinohe.aomori.jp

５．費　　用
　登録料及び情報利用料は無料。ただし、
通信料は利用される方の負担。詳しくは、
新郷村のホームページまたはチラシをご覧
ください。

問　総務グループ　℡ 78－2111

安全・安心メール配信サービス
12月17日スタート！

　相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し

た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契

約
等
に
係
る
年
金
の
所
得
税
の
取

扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、
所

得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問

　八
戸
税
務
署

　
　℡
43
│

０
１
４
１

　寒
い
時
季
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。火
事
を
出
さ
な
い
よ
う
、

暖
房
器
具
や
そ
の
周
囲
を
点
検
し
、

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

◇
衣
類
な
ど
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
づ
け
る
こ
と
は
危
険
！

・
ス
ト
ー
ブ
の
上
方
で
洗
濯
物
を

乾
か
す
と
、
熱
風
に
煽
ら
れ
て

落
下
し
、
火
事
に
な
る
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
テ
ン
の
近
く
に
紙
、衣
類
、

布
団
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
テ
ン
な
ど
が
ス
ト
ー
ブ
に

接
触
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・
ス
プ
レ
ー
缶
な
ど
を
温
風
が
当

た
る
場
所
に
放
置
し
た
り
、
ス

ト
ー
ブ
の
上
に
置
き
っ
ぱ
な
し

に
し
た
り
す
る
と
、
缶
が
膨
張

し
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で

や
め
ま
し
ょ
う
。

◇
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
時

は
完
全
に
火
を
消
し
て
か
ら
！

・
給
油
す
る
と
き
に
は
必
ず
消
火

し
、
火
が
完
全
に
消
え
た
の
を

確
認
し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
も

の
は
、
給
油
後
、
キ
ャ
ッ
プ
は

確
実
に
閉
め
、
漏
れ
が
な
い
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◇
薪
ス
ト
ー
ブ
の
灰
に
注
意
！

・
取
り
灰
や
お
き
火
は
不
用
意
に

放
置
せ
ず
、不
燃
容
器
に
入
れ
、

水
を
か
け
て
完
全
に
消
火
し
ま

し
ょ
う
。

・
薪
や
紙
な
ど
の
燃
え
や
す
い
も

の
は
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
に
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問

　五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　℡
78
│

２
１
１
９

　平
成
22
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

本
年
12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い

た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統

計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
正
確
な
御
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問

　企
画
グ
ル
ー
プ 

　
　℡
78
│

２
１
１
１

　「
解
雇
」
、「
雇
止
め
」
、「
賃
金

の
引
き
下
げ
」
等
の
労
働
条
件
の

ほ
か
、
「
い
じ
め
」
な
ど
、
労
働

問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

つ
い
て
労
働
者
や
事
業
主
か
ら
の

相
談
を
、
専
門
の
相
談
員
が
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

ご
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。
い
つ
で
も
気
軽
に

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　こ
の
他
に
、
無
料
で
個
別
紛
争

の
解
決
援
助
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

「
青
森
労
働
局
長
に
よ
る
助
言
･

指
導
」、「
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ

る
あ
っ
せ
ん
」
制
度
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問

　青
森
労
働
局
総
合
労
働
相
談

　
　コ
ー
ナ
ー

　℡
０
１
７
│

７
３
４
│

４
２
１
２

　お
歳
暮
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
お
誕
生
日
な
ど
大
切
な
人

へ
の
ギ
フ
ト
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
景
品
、
各
種

お
祝
い
事
な
ど
に「
入
浴
回
数
券
」

は
、
い
か
が
で
す
か
？

　た
だ
い
ま
、
新
郷
温
泉
館
で
は

ギ
フ
ト
用
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
い

る
３
種
類
の
回
数
券
を
販
売
中
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
１
１
７
０
０
円
（
39
枚
綴
り
）

②
３
９
０
０
円

　（
11
枚
綴
り
）

③
２
０
０
０
円

　（
11
枚
綴
り
）

※
③
は
村
内
在
住
の
65
歳
以
上
の

方
へ
の
販
売
と
な
り
ま
す
）

問 

新
郷
温
泉
館
℡
78
│

３
０
５
０

　シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

対
す
る
特
別
給
付
金
の
請
求
受
付

が
10
月
25
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

◇
対
象
者
は
、
戦
後
強
制
抑
留
者

で
平
成
22
年
６
月
16
日
に
日
本

国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方
で

す
。

◇
請
求
受
付
期
間
は
、
平
成
22
年

10
月
25
日
〜
平
成
24
年
３
月
31

日
で
す
。

◇
当
基
金
か
ら
請
求
書
類
を
お
送

り
し
ま
す
。
ま
だ
、
お
手
元
に

届
い
て
い
な
い
方
は
、
当
基
金

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

問独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
事
業
部
特
別
給
付
金
担
当

℡
０
５
７
０
│

０
５
９
│

２
０
４

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
廻
道

　ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

　南
部
圏
域（
八
戸
市
・
三
戸
町
・

五
戸
町
・
田
子
町
・
南
部
町
・
階

上
町
・
新
郷
村
・
お
い
ら
せ
町
）

の
様
々
な
料
理
、
物
産
品
・
特
産

品
、
郷
土
芸
能
等
が
一
堂
に
集
ま

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

◇
日
時

　12
月
18
・
19
日
（
土
・
日
）

　午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◇
会
場

　ユ
ー
ト
リ
ー
及
び
八
戸
駅
前
広
場

◇
内
容

南
部
食
・
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
、

芸
能
発
表
、音
楽
会
、も
ち
焼
き

せ
ん
べ
い
、
ク
イ
ズ
大
会
な
ど

問
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合

　℡
０
１
７
８
│

70
│

１
１
０
０

　協
働
の
ま
ち
づ
く
り
研
修
会

　協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理
解

を
深
め
る
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

「
人
材
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

人
材
の
発
掘
や
活
か
し
方
な
ど
に

つ
い
て
、
講
師
に
よ
る
お
話
や
、

八
戸
に
お
い
て
多
様
な
人
材
を
巻

き
込
み
活
動
し
て
い
る
団
体
の
事

例
発
表
を
行
い
ま
す
。

　参
加
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時

　12
月
18
日

　午
後
１
時
30
分
〜
４
時
10
分

◇
場
所

　八
戸
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　
　
　
　２
階

　翔
鶴
の
間

◇
内
容

・
基
調
講
演

　演
題
「„
ヒ
ト
“

こ
そ
ま
ち
の
元
気
の
活
力
源
！

〜
一
人
ひ
と
り
の
個
性
・
特
性

が
活
き
る
ま
ち
づ
く
り
〜
」

　講
師

　遠
藤
智
栄 

氏
（
オ
オ
ス

デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
プ
ラ
ン
ナ

ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

・
事
例
発
表

　発
表
団
体

湊
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

実
行
委
員
会

素
浪
人
（
す
ろ
う
に
ん
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

◇
参
加
方
法

12
月
10
日
ま
で
に
、
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
・
申

　八
戸
市
市
民
連
携
推
進
課

℡
43
│

９
２
０
７ 

Ｆ
47
│

１
４
８
５

Ｅ
メ
ー
ル

renkei@
city.hachinohe.aom

ori.jp

戦
後
強
制
抑
留
者
の

　
　
　
　
　
　
皆
様
へ

食
の
彩
典

　
南
部
八
戸
ぬ
ぐ
だ
ま
り

問

問

申

お
知
ら
せ

　│
問
い
合
わ
せ

　
　│
申
し
込
み

　│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

Ｆ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

参
加
者
募
集

好
評
販
売
中
！

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
　
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

暖
房
器
具
取
扱
い
上
の

　
　
　
　
　
注
意
事
項

問 問

問

問

問

問問

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

十
和
田
湖
の
紅
葉
映
ゆ
る

眼
裏
に

福

　士

　香
芽
子

炉
火
恋
し
火
ぼ
こ
り
掃
い
て

座
敷
ふ
く

髙

　根

　リ

　サ

夕
暮
る
る
人
の
恋
し
き

火
も
恋
し

長

　峯

　ユ

　リ

火
の
恋
し
伏
す
身
と
な
れ
ば

尚
更
に

鹿

　島

　と

　わ

秋
寒
し
蛙
の
肌
も
乾
き
け
り

工

　藤

　陽

　一

里
の
景
一
つ
な
く
し
て
朝
の
霧

福

　山

　康

　子

名
物
を
買
い
こ
ん
で
い
る

秋
祭
り

戸

　来

　れ
い
子

コ
ン
バ
イ
ン
駆
け
ず
り
回
る

田
ん
ぼ
か
な

小

　坂

　良

　子

西
日
受
け
輝
く
栗
を
拾
い
け
り

鹿

　島

　恵
美
子

父
語
る
昔
話
や
炉
火
恋
し

村

　上

　て

　る

あ
か
あ
か
と
大
鍋
つ
る
す

炉
火
恋
し

金

　沢

　
　
　凡



ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

おともだちといっしょにひこうき
をとばしてあそんだよ。ぼくのが
１ばんそらたかくとんだよ！ すっ
ごくたのしかったからまたあそび
たいなぁ。

福 山　 修くん（さくら組）
ほいくえんのまわりをみんなで
おさんぽしたよ。あかやきいろに
なったはっぱがたくさんあって
きれいだったよ。

村上　璃帆さん（さくら組）
むらかみ あき ほしゅうふく やま

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

16この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

204

人の動 き
男　1,482人（＋１人）
女　1,570人（－４人）
計　3,052人（－３人）
世帯数963世帯（－２世帯）
（平成22年10月31日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

1
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.net.pref.aom

ori.jp/shing
o/ 

IN
FO
R
M
A
T
IO
N
 S
H
IN
G
O
   N
o.1
7
6

1
1

2010 （
平
成
2
2
年
）

N
O
V
EM
B
ER

11月
７
日
　
新
郷
村
文
化
祭
（
関
連
記
事
は
６
ペ
ー
ジ
）

11月
７
日
　
新
郷
村
文
化
祭
（
関
連
記
事
は
６
ペ
ー
ジ
）

中  根　拓  海くん
Ｈ21・９・18生
（地区）川代
（パパ）剛
（ママ）由香
パパとママのねがい

元気でたくましくだれに
でも優しい子でいてね。

むらのガイド

平成22年 師 走
ターコイズ（土耳古玉）
̶ 成功・大成 ̶誕 生 石

12月
しわす
December

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

平成22年度の粗大ごみ収集日は４〜11月まで第３金曜日になりました

家庭ごみは収集日の朝に出してください

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１０年１２月
備　　　考行　　事　　等

なか ね たく み

日 曜

3 金

2 木

1 水

4 土

6 月

10 金

11 土

13 月
16 木
17 金

20 月

22 水
23 木
24 金
25 土

27 月

28 火
31 金

不用犬引取
人形劇（金多豆蔵）
特定健診（～４日）
人形劇（金多豆蔵）
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
特設人権相談所
第62回人権週間（～10日）
新郷温泉館休館日　行政相談
こころの健康づくり教室
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
どよう塾「クリスマスケーキ作り」
法務局なんでも相談所
新郷温泉館休館日
特定健診（～18日）
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
新郷温泉館休館日
母と子の栄養教室
２学期終業（戸来小　川代小　西越小　新郷中）
●天皇誕生日
燃えないごみ収集日　２学期終業（野沢中）
クリスマス
新郷温泉館休館日
固定資産・住民税第４期納期限
官庁仕事納め
大みそか

新郷温泉館　　12：30　無料

新郷温泉館　　12：30　無料

美郷館　　　　13：30～16：00

八戸支局　　　10：00～16：00

総合福祉センター

総合福祉センター　10：00～11：30

二十歳になったら
国民年金

日本年金機構
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